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この「環境省 内定者の声 2013」の目的はただ１つ。 
就職活動中の学生の悩み、つまり－

「どの組織が自分の就職先として相応しいか、そして自分はそこに就職できるのだろうか」 

－それを少しでも解消すること。

進路選択の一助にしてもらうために環境省の魅力を伝えたい。

目指す進路を実現するための参考資料を提供したい。

そうした思いから、内定者それぞれが、自分たちの就職活動の体験をありの

ままに描きました。

この冊子では伝えきれない思いや、環境省の魅力はまだまだあります。

ぜひ説明会や懇親会に来て、職員や内定者の生の声を聞いてみてください。

悩み・質問等があれば、下記連絡先にもお気軽にメールをお送りください。

Mail：env.2014.jimu@gmail.com 

平成 26年度	
 環境省総合職事務系	
 内定者一同 

mailto:env.2014.jimu@gmail.com
MinakoKageyama
タイプライターテキスト
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○A（男・21 歳）

出身大学・学部
慶應義塾大学・

法学部法律学科
出身高校

慶應義塾高校

（神奈川県）

サークル テニスサークル アルバイト 税務署・本屋

試験区分 法律 席次 351~400 番（/446 人） 

訪問順

１日目：環境省

２日目：なし

３日目：国税庁

併願状況
民間数社・

衆議院事務局

環境省の説明会への

参加回数
７回 人生のテーマ 飾らず、素朴に

「単なる問題意識を超えて、価値観そのも

のとフィットした」 

国家公務員・環境省の志望動機 

自分は元々社会への関心が強く、日本社会の

抱える問題に立ち向かう国家公務員という職業

に、高校生の頃から漠然と憧れを抱いており、

就職活動をする時期になっても、その気持ちは

変わりませんでした。 

ただ、自分の問題意識は、大学教育の形骸化

や東京への一極集中など様々で、どの省庁へ

一番行きたいのかということについては（第２・第

３志望についても）、ギリギリまで悩みました。 

そして、自己分析を重ねた末、「自然と調和し

た人間社会を作る」という環境省のミッションが、

単なる関心・問題意識を超えて、自分の生き方

の根底・価値観そのものとフィットしているんだ、

ということに気がつきました（中・高時代に触れた、

手塚治虫の漫画や宮崎駿のアニメが、自分の人

格の形成に影響を与えたのかもしれません）。 

これは、採用担当の方がおっしゃっていたこと

の受け売りですが、環境省は、環境問題に真正

面から取り組むことを仕事にできる、稀有な存在

です。人生は一度きり。自然と調和した社会を作 

るために、日々はたらき続けた。そんな生涯だっ

たら、自分にとってはしあわせだなぁ、と思えたと

き、心の迷いは消えました。 

 
 

「ゼミ活動を通して、原典に当たって、正

確な情報を得ることを学んだ」 

学生時代の活動

学生時代に最も力を入れて取り組んだことは、

ゼミ活動です。自分は、物事を突き詰めて考え

議論することが好きだったので、せっかく教授の

指導の下、少人数で学べる環境があるのだから、

しっかり打ちこんで力をつけたいと考え、課題が

多く大変とされているゼミを選びました。  

▲アンコール・ワットの日の出
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そのゼミの活動は、毎週一題民法の事例問題

について、準備として、班ごとに判例や論文など

の資料を集め読みこんで、各自の見解を 4000

字程度のレポートにまとめつつ、班としての立場

を班員で議論を重ねて決め、本番ではディベー

トを通して立場の異なる他の班と意見を戦わせ

る、というものでした。 

ゼミ活動の過程で培ったものは、問題文から

出題者の意図を読み取る力・問題の所在を見極

める力・自分の考えを人に説明し、あるいは相

手の主張を理解する力・出した結論を文章にま

とめ、人の前で発表する力…と、たくさんありま

すが、特に、資料集めの段階で、原典に当たっ

て、正確な情報を得るということがいかに重要か、

ということを学びました。このことは、日常生活に

おいても活かすようにしています。 

もちろん、ゼミのメンバーと協力して班の見解

をまとめたり、他の大学との合同イベントを運営

したりする中で、人として成長できたことも、ゼミ

活動の貴重な成果だと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「自分の外に捏ね上げるものではなく、自

分の中から掘り出すもの」 

「何をやりたいか」を考えなさいとよく言われま

すが、まずは難しく考えずに、単純に自分が喜

びを感じること、本当に望んでいることを追求し

てみて下さい。それは、自分の外に捏ね上げる

ものではなく、自分の中から掘り出すもののは

ずです。 

自己分析の方法は、突き詰めて悩む、涙が出

るまでひたすら書き出すなど、色々とありますが、

自分は、人に話すという方法をお勧めしたいと

思います。知人が相手だと、恥ずかしさやプライ

ドが邪魔をして言いづらいかもしれませんが、

少し勇気を出して、ありのままの自分を一旦思

いっ切り曝け出してみて下さい。対話によってク

リアになることがきっとあります。 

そして、本当にやりたいことに辿りついたら、

その気持ちを大切に磨き上げて、堂々と主張し

ましょう。純粋な想いから紡がれる真剣な言葉

は、響きが違います。また、自己分析ができて

いるということは、それだけで深い洞察力のアピ

ールになります。 

自分を偽って、安全そうな道へ流れるのでは

なく、緊張感に満ちた危険そうな道を、自ら選ん

で進みませんか。 

 

 

受験生へのメッセージ 

  

▲沖縄にて、ダイビングを体験 
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○B（男・23 歳）

「私の子供や孫の世代が経済的にも質

的にも豊かな生活を送ることができる日

本を残したい」 

国家公務員・環境省の志望動機 

両親が自然を好きだったこともあり、私は小

さい頃から身近な自然が大好きで、裏山で遊

んだり、祖父母の田んぼで魚や虫を捕まえた

り、初夏には家族で蛍を見に行ったりしていま

した。私はそうした身近な自然が、それに接す

る人々の豊かな情操を育み、日本の豊かな文

化の原動力となってきたのではないかと思い

ます。たとえば浮世絵でも季節の花や動物な

どの身近にある自然をも描いた作品は多くあり

ます。だから豊かな自然を残すことは、後世の

日本人が豊かな心や文化を育むための土壌

を残すことになる、という風に私は感じていま

す。 

とは言っても、ただ自然ばかりを守ることが

良いことだとは思いません。肝心なのは環境と

開発の間のバランスを上手く取ることです。

「足るを知る」という言葉が表す通り、経済的な

豊かさを享受しつつ、かつ精神的にも文化的 

にも豊かな社会というバランスは存在すると思

います。そして、そうしたバランスこそ、環境省

が実現する社会のあり方なのではないかと思

っています。 

 
「若いときの苦労は買ってでもせよ！」 

学生時代の活動 

【アルバイト】 

大学１年の夏に何か大学生の間しかできな

いようなことをしたいなと思って始めたのが放

送局バイトです。色々な団体から送られてきた

FAX を担当記者別に仕分けしたり、天気予報

出身大学・学部
北海道大学

経済学部
出身高校（県）

熊本高校

（熊本県）

サークル TOEFL 勉強会 アルバイト 放送局事務

試験区分 大卒・経済 席次 101～150 番台（/238） 

訪問順

１日目：環境省

２日目：財務省

３日目：外務省

併願状況 なし

環境省説明会への

参加回数
３回 人生の夢 豊かな家庭、豊かな日本

▲日本の秋の代名詞の一つ：銀杏と楓の紅葉
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の放送用資料を作ったりすることが仕事だった

のですが、私たちバイトの仕事が記者やアナ

ウンサーなど職員の方々の努力でニュースに

なっていくのを間近で見ることができたのは良

い経験でしたし、その一端に関わることができ

たという達成感もありましたよ。 

【サークル活動】 

大学１年の秋頃から大学生の中に留学もし

てみたいと思うようになり、TOEFL の勉強を始

めました。２年生の夏に無事にスコアが出て、

留学が認められた時に、「TOEFL のスコアが

取れずに留学を諦める人が多い」という話を大

学の方から聞いたので、それなら TOEFL の勉

強会を開いてはどうだろうかと思って会を設立

しました。最初は上手くいくか不安だったので

すが、運営している中に会のメンバーと打ち解

けて来て、楽しい会にすることができましたし、

メンバーの多くが無事に留学できたことは非常

に嬉しく思いました。 

【留学】 

大学３年の秋から一年間アメリカの大学に

交換留学しました。米国の大学で学んだことは、

「WORK HARD、 PLAY HARD」という言葉です。

米国では、平日は夜まで勉強に打ち込むけれ

ど、週末はパーティで目一杯楽しむ！そうした

メリハリの利いた生活のよさを教えてもらうこと

ができました。 

 
「自分の好きなように生きたらいい。」 

仕事もプライベートも、もし自分の生き方を

選ぶことができるのであれば、自分の好きなよ

うに生きたらいい、と私は思います。 

受験生へのメッセージ 

▲米国留学中のハロウィーン祭りに手作

りのミイラコスチュームで参加。
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○C（女・22 歳）

出身大学・学部
中央大学法学部 

国際企業関係法学科
出身高校

都立立川高校 

東京都

サークル 外交研究会 アルバイト アパレル

試験区分 大卒・法律区分 席次 50〜100 番（/446 人） 

訪問順

１日目：外務省

２日目：防衛省

３日目：環境省

併願状況 東京都庁 行政職

環境省の説明会へ

の参加回数
3 回 人生の夢 かっこいい大人になること

「50 年後、100 年後の将来世代に胸を

張って引き継げる社会にしたい」 

国家公務員・環境省の志望動機 

自分が今現在暮らしている環境を 50 年、

100 年先の将来世代に残していくことが現役世

代の責務だと思い環境省を志望しました。 

人々が生きているなかで、それぞれ満足を

感じる瞬間があると思うのですが、私はその瞬

間を守る仕事がしたいとずっと思っていました。

小さい頃の私にとっては自然豊かな環境の中

で遊んでいることが自分にとって一番満足を感

じる瞬間だったので、その瞬間を 50 年後、100

年後の子供たちにも引き継いでいきたいと思っ

たのが環境省を志望した理由です。 

学生時代は国際政治に興味があり安全保

障について学んできました。安全保障というと

軍事安全保障が真っ先に思い浮かびますが、

その根本は人々の生命、身体、生活を守ると

ころにあります。人間が生活している地球の環

境を守るために持続可能な社会を築き、将来

世代に引き継ぐことも、重要な安全保障の１つ

だと思いました。

「やりたいことは全部やる」 

学生時代の活動

 

【学業】 

イギリスの大学に１年間留学をしていました。

現地の学生に混じって授業を受け、ゼミではい

かに自分の存在感を出せるかに必死でした。 

授業のスタイルに慣れるまでは苦労しましたが、

最後にゼミの先生から高く評価しているとのコ

メントを頂けた時はとても達成感がありました。 

 

 

▲留学先の大学。濃厚な１年間だった。
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【サークル活動】 

外交研究会というサークルに所属していて、

国際政治、国際法の勉強をサークルの仲間と

していました。新入会員には試験を課している

ので、ペーパー試験を作ったり、面接官も経験

したりしました。 

またすべて英語で行う国際法の模擬裁判に

も出場し、時には衝突しつつもチームで力を合

わせて準優勝しました。 

【アルバイト】 

アパレルで接客をしていました。様々な年齢

層のお客様にお会いするので、相手が何を必

要としているのかを常に意識していました。 

【旅行・ボランティア】 

大学時代だけで 13 カ国を訪れました。学生

の貧乏旅行でしたが、現地の人や同じくバック

パックで旅行している人たちと仲良くなり、飲み

に行ったのは楽しい思い出です。 

またインドで地域開発・教育系の NGO に訪

問し、ボランティアをしてきました。NGO の間に

も格差が歴然とあり、持続可能な支援とは何

なのか考えさせられました。 

「自分の直感に素直になること。自分で自

分の限界を決めない。」 

受験生へのメッセージ 

この言葉は私自身が進路に悩んでいるときに、

国家公務員の先輩から言われた言葉です。自

分の人生の時間の大部分を使う仕事は、自分

自身がワクワクできるものでないと辛いと思いま

す。自分が人生をかけるに値すると思えるもの

を探すのは大変ですし、私自身何度も悩みまし

たが、悩み抜いた分覚悟も決まるものだと思い

ます。 

国家公務員総合職に挑戦しようとなると、自

分の学歴が…とか、勉強始めるのが遅かったか

ら…とか考えてしまうかもしれませんが、自分で

自分の限界を決めないでください。国家公務員

の話を聞いた時や、環境省の説明会を聞いて心

が惹かれるのであれば、自分の直感に素直にな

るべきです。 

▲留学中の旅行先、ポルトガル 
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○D（女・21 歳） 

 

出身大学・学部 
首都大学東京 

都市教養学部 
出身高校 

福岡県立 

小倉高校 

サークル 
GNLF 

TMU 法学研究会 
アルバイト 映画館、学習塾の講師 

試験区分 大卒・法律区分 席次 101～150 番台（/446 人） 

訪問順 

1 日目：厚生労働省 

2 日目：文部科学省 

３日目：環境省 

併願状況 なし 

環境省の説明会へ

の参加回数 
２回 人生の夢 意志あるところに道は開ける 

 
 

「誰がやっても一緒かもしれない。でも、

だからこそ、自分がやりたい。」 

国家公務員の志望動機 

国家公務員を志望した理由は、「全ての人が

自己の能力を生かし、活躍できる社会を実現し

たい」という思いを抱いたからです。 

幼いころからの経験や大学生活、留学等の海

外生活を通じて、日本の魅力に気づき、この国

を深く愛するようになりました。この愛する日本

の国民が各々の能力を生かして日本中・世界中

で活躍でき、日本を持続可能で豊かな国にする

ことはできないか、と考えるようになりました。 

その結果、国家公務員であれば、政策を立案

することで社会制度を大きく変え、よりよい社会

の実現ができると強く思い、志望ました。 

国家公務員の仕事は、もしかしたら誰がやっ

て一緒かもしれません。しかし、それならば強い

信念を持つに至った私がやりたいと思ったので

す。 

 

 

▲国際学生会議を開催したチュニジアの海 
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「思い立ったらすぐ行動。行動することで

何か見えてくるものがあるはずだ。」 

【アルバイト】 

主に映画館でアルバイトをしました。映画館で

は、チケット販売やグッズ販売、清掃や映写作業

等も従業員として行い、接客から事務作業まで

多くのことを学びました。元々映画鑑賞が趣味だ

ったので私にとっては天職でした。 

【サークル、課外活動】 

学生時代は、自分が知らないより広い世界を

知りたいという気持ちから、やってみたいと思っ

たらすぐ行動に移そうとしました。イギリスへの

短期留学や海外での一人旅、チュニジアでの国

際学生会議開催等、やってみたい！と思い立ち、

無謀にも英語が全く話せないところから出発しま

した。その結果、たくさん苦労をしましたが、自分

が知らなかった世界を垣間見るこができ、更に

は知っていたはずの日本の魅力を再発見するこ

とができました。この先の人生の中でもきっと重

要で貴重な体験ができたと思います。 

 

学生時代の活動 

 

 

「適切な量の努力と適切な行動があればあ

る程度の努力は実る。重要なのは強い気持

ちと自分を信じる心を持ち続けることがで

きるかどうか。」 

就職活動を行う上で、たくさんの苦労やプレッ

シャーの中でめげそうになることもあると思いま

す。自分の希望通りに事が進まないこともあると

思います。どんな人でも適切な量の努力をし、適

切な行動をとれば大方の目標は達成できます。

それを実行できるかどうかは、目標を達成する

ぞという強い気持ちを持ち、自分を信じる心を持

ち続けることにかかっています。どんな困難な状

況の中でもきっと道は開けます。がんばってくだ

さい！ 

受験生へのメッセージ 

 
▲ＧＮＬＦの仲間たち。大学２～３年の１年

間をかけて国際学生会議の開催に取り組んだ。 

 

  

▲短期留学で訪れたオックスフォード 
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○E（男・21 歳） 

 

出身大学・学部 
慶應義塾大学 

法学部法律学科 
出身高校 

慶應義塾高校 

神奈川県 

サークル 律法会 アルバイト 塾講師 

試験区分 大卒・法律区分 席次 51～100 番台（/446 人） 

訪問順 

1 日目：環境省 

2 日目：法務省 

3 日目：総務省 

併願状況 
国会職員 

地方公務員 

環境省の説明会へ

の参加回数 
５回 人生の夢 

将来の世代に自慢できる国

を創ること 

 
 
「人々のよりよい生活は、良好な環境を

享受することで初めて実現する。」 

国家公務員・環境省の志望動機 

私の人生の夢である「将来世代に自慢でき

る国創り」を果たすには、その前提として、

人々がよりよい生活を送ることが必要になり

ます。そしてその上で、よりよい生活は良好

な環境を享受することで初めて実現すると考

え、環境省の所掌分野に関心を持ちました。 

 

「中長期的・対外的な視点を持ちつつ、

常に挑戦する姿勢に惹かれた。」 

環境政策はすぐに効果が出ないという性質

上、その立案には中長期的な視点が求められ

ます。加えて、環境問題は一国だけでは解決

しない場合がほとんどであり、その対応には

対外的な視点も不可欠です。そして、東日本

大震災以降の対応に代表されるように、環境

問題は次々に未知の課題が生じるという特徴

を持っており、これを解決するためには常に

課題に挑戦し続けなければなりません。 

私は、中長期的かつ対外的な視点を持ちつ 

 

つ、既存の考え方にとらわれずに常に挑戦す

る姿勢で課題に向き合う環境省の姿に惹かれ、

この省を志望しました。  

【サークル活動】 

学生時代の活動

 

「仲間と協力して何かを成し遂げること

の素晴らしさを味わうことができた」 

「律法会」というサークルで役員として活

動し、主に法律の勉強会を行っていました。

集団の中心で働くことは昔から大好きだった

ので、役員に就く際にも特に気後れすること

なく自然に立候補していました。 

活動の集大成である夏合宿を終えた時には

自然に涙があふれてきて、気付いたら仲間と

抱き合って互いを労っていました。仲間と協

力して何かを成し遂げることの素晴らしさを

味わうことができた点で、一生の思い出です。 
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【アルバイト・社会的活動】 

「政治の難しさや奥深さ、面白さを目の当

たりにした。」 

大学 3 年から国会議員事務所のインターン

として活動していました。 

政党内や超党派の議員同士の会合や有識者

からのヒアリングに同席させていただき、政

治の現場で行われている熱い議論を肌で感じ

る日々でした。日頃のニュースなどでは伝わ

りにくい政治の難しさや奥深さ、面白さを目

の当たりにしたことで、国の統治機構に関わ

る仕事に就きたいという思いが改めて強くな

りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学業】 

「他人の考え方を貪欲に吸収することを心

がけた。」 

大学のゼミでは民法(財産法)を勉強してい

ました。疑問に思ったり気付いたりした点は

積極的に質問し、先生や友人の考え方を貪欲

に吸収することを心がけていました。 

 
「他人に決めてもらった進路ではきっと長

続きしない。」 

官庁訪問での面接で日本の政治についての

話題になった時、ある環境省の職員の方が学

生である私に対して熱い思いをぶつけてくだ

さり、一方で私の拙い意見も熱心に聞いてく

ださいました。この面接は今でも私の記憶に

鮮明に残っており、今振り返るとこの面接を

機に、「環境省は自分に合っている！」と確信

したように思います。 

各省庁にはその省庁のカラーがあります

(環境省の場合は、世の中の様々な問題につい

て熱い思いを持っている方が多いということ

でしょうか)。そのため、自分に一番合う省庁

を見つけることがまず大切です。友達が多く

訪問している省庁であっても、自分の性格や

考え方にマッチしないことは大いにあり得ま

す。自分の進路は自分以外の誰も決められま

せん。他人に流されて決めた進路では、きっ

と長続きしないと思います。 

これから受験勉強などで大変なことも多く

あると思いますが、がんばってください！ 

受験生へのメッセージ 

  

▲帰省先の佐賀県での一枚。豊かな自然にい
つも癒されています。 

▲旅行で訪れたニューヨークの摩天楼。 
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○F（男・22 歳） 

 

出身大学・学部 
東京大学公共政策

大学院 1 年 
出身高校 

県立福島高校 

（福島県） 

サークル 体育会水泳部 アルバイト テレビ局夜勤スタッフ 

試験区分 大卒・法律区分 席次 1～50 位（/446 人） 

訪問順 

1 日目：環境省 

2 日目：国交省 

3 日目：農水省 

併願状況 なし 

環境省の説明会へ

の参加回数 
5 回（今年度） 人生の夢 とにかく楽しむ！！ 

 

 
「『既存の社会システムに、自分達が変革

を起こしていくんだ』という職員の方々の

熱い思いを感じたことも環境省に惹かれた

理由です。」 

国家公務員・環境省の志望動機 

国家公務員を志望した理由は、「たくさんの人

に影響を与えられる仕事がしたい」という自分の

軸に一番合致する職業だと考えたからです。民

間企業のように自社の製品の受け手にだけでは

なく、日本に住むすべての人に影響を与えられ

る国家公務員の仕事に大きな魅力を感じまし

た。 

その上で環境省を志望した理由は、きれいな

水・土・大気といった生活の基盤たる環境を支え

たいと感じたからです。地元福島の東日本大震

災による被災の状況を見聞きする中で、誰もが

安心に暮らせる社会を実現するためには「衣食

住」が満たされていることが大前提で、その中で

も「住」たる生活環境が重要だなと感じたことが

きっかけです。また、官庁訪問する中で、「既存

の社会システムに、自分達が変革を起こしていく

んだ」という職員の方々の熱い思いを感じたこと 

 

 

も環境省に惹かれた理由です。体育会系出身で

既存のものに満足しないハングリー精神が強か

ったので、環境省であれば自分の性格にも合っ

て力を発揮していけると確信しました。  

 

 

 

 

 

 

 

▲地元福島。のどかな風景が好きです。 
 

 
「コンパ係として飲み会の処理にあたって

いたので、気遣いはついたと思います(笑)」 

学生時代の活動 

【アルバイト】 

大学 4 年間、テレビ局の夜勤スタッフとして働

きました。1 回 17 時間勤務だったので、体力・根

性はかなり鍛えられました（代わりに翌日の授業

は犠牲になっておりました・・・）。 
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【部活・サークル】 

体育会の水泳部に大学 4 年間所属していまし

た。大学時代は部活一色で、「もっと勉強してお

けばよかった」と感じて今大学院では一生懸命

勉強しています(笑)。また、コンパ係として飲み

会の処理にあたっていたので、気遣いはついた

と思います(笑)。 

【学業】 

大学 4 年次の冬学期のゼミで、大学対抗の交

渉・仲裁の大会に出場しました。優秀な仲間や

他大学の学生と切磋琢磨する中で、「自分ももっ

と頑張らねば」と刺激を受ける日々を送りまし

た。 

▲大学 4 年の時の水泳の引退試合。全国大会だった

ので、皆アツい雰囲気でした。 

「自分のどこが足りないのか・それを克服

するためにはどうすればいいのかを常々考

えて実行することが必要だと思います。」 

【環境省の魅力】 

受験生へのメッセージ 

官庁訪問を通じて感じた環境省の一番の魅

力は、「既存の社会システムに環境という価値を

入れるため、変化に貪欲なこと」だと思います。

お会いしたどの職員の方も新しいことに積極的

に取り組んでいる人ばかりで、変化を容認する

風土が非常に強く、人が少ないため若手のうち

から裁量が大きいと感じました。 

【就職活動のアドバイス】 

自分は去年官庁訪問に失敗しましたが、足り

なかった部分を分析して補強してきたからこそ今

年採用していただけたんだと思います。自分の

強みとそれがどう活かせるのかだけでなく、自分

のどこが足りないのか・それを克服するために

はどうすればいいのかを常々考えて実行するこ

とが、成長するため、そして思い描いた進路を実

現するためには必要だと思います。これを読ん

でいる受験生の皆さんはまだ面接まで時間があ

ると思うので、自分の弱みをぜひ少しずつ潰して

いってください。 

▲大学院のゼミで岐阜にヒアリングに行く途中の富士

山。経験を重ね自分の弱みを少しずつ潰しています。 
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○G（男・23 歳）

出身大学・学部
東京大学大学院

経済学研究科 
出身高校

富山中部高校

（富山県）

サークル バスケットボール アルバイト 塾講師・家庭教師

試験区分 院卒・行政 席次 1～50 位（/150 人） 

訪問順

1 日目：外務省 

2 日目：環境省 

3 日目：金融庁 

併願状況 政府系金融

環境省の説明会へ

の参加回数
５回くらい モットー 知識を知識で終わらせない

「国家の直面する問題に挑みたい」 

もともとは研究者の道を考えていました。

ただ、東日本大震災や TPP などの問題を

見るうちに、実際に現場に立って、直接そ

れらの問題に挑みたいという思いが強くな

り、就職に切り替えました。国が直面する

難題に挑戦でき、かつ自分が学んできた

経済学を活かせるということで、国家公務

員はその時から第一志望でした。 

学部時代から今に至るまで環境経済学

を勉強してきており、環境省には最初から

最も関心がありました。50 年後、100 年後、

あるいはその先を考えるのが環境という

分野の大きな特徴であり、その超長期的

視点から国の政策を考えられるのは環境

省だからこそと考えています。

国家公務員・環境省の志望動機 

「どうやったら、相手に分かりやすく伝

わるか」 

大学入学以来、塾講師・家庭教師のア

ルバイトをひたすらやってきました。教える

こと自体が好きで、どうやったら相手に分

かりやすく伝わるか、を日々考えていま

す。

 趣味はスポーツ観戦で、学部時代はよく

J リーグを見にスタジアムまで足を運んで

いました。大学院生活と就職活動でバタ

バタして最近は行けていなかったんです

が、官庁訪問後に何試合か行ってきまし

た！今度、日本代表戦にも行ってきま

す！！

学生時代の活動 

バイトとスポーツ観戦以外は、どっぷり

経済学に浸かっていたというのが正直な

ところです。学部時代にゲーム理論や金

融論、環境経済学に触れ、その面白さに

ハマったという感じです。
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「人の温もりと科学の冷静さを感じられ

る官庁」 

「人の温もりと科学の冷静さを感じられる官

庁」というのが、自分の環境省へのイメージで

す。環境問題というデリケートなものを扱うが

故、人の温もりを感じられるのはもちろんです

が、科学との距離の近さも環境省の大きな特

徴だと思います。漠然としがちな分野を扱うか

らこそ、データや科学的知見に基づいて意思

決定することが必要であり、この点は他省庁

にない特徴ではないでしょうか。「『環境』って

なんかふわっとしてる」と感じている方にはぜ

ひ環境省のそういった側面も知っていただき

たいです。

受験生へのメッセージ 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&docid=i1UDSpaIZiN5tM&tbnid=-SdA4nUIjJxBUM:&ved=0CAUQjRw&url=http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%82%B8%E3%82%A2%E3%83%A0_(%E5%A4%9A%E7%9B%AE%E7%9A%84%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%82%B8%E3%82%A2%E3%83%A0)&ei=IAIDUvjdAYHTkAWmpYCYBQ&bvm=bv.50310824,d.dGI&psig=AFQjCNHM_L70uE3msrYPKqwmgIYfwESvvg&ust=1376015261890407
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○H（男・21 歳）

出身大学・学部
東京大学法学部

（公法コース）
出身高校

私立早稲田高校

（東京都）

サークル
運動会

フェンシング部
アルバイト 塾講師（個別指導）

試験区分 教養 席次 ３０番台（/５３） 

訪問順

1 日目：経済産業省 

2 日目：環境省 

3 日目：財務省 

併願状況
民間就活

（商社、独立行政法人）

環境省の説明会へ

の参加回数
２回 モットー 目標に向かって汗をかく

「多角的な視点で２０年、５０年先を見

据えて、今何ができるかを考えよう」 

国家公務員・環境省の志望動機 

国家公務員を目指そうと考えたのは高校生の

時で、漠然と日本のためになることができるのは

行政官になるしかないと考えていました。そして

大学に入り、いろいろな省庁の方々にお話を伺

う中で、日本をよりよくするために行政官がしな

ければいけないことが２つ見えてきました。１つ

目は視野を広く、多角的に物事をとらえること。１

つの政策論点には必ずいくつものメリット、デメリ

ットがあり、また多様な利害関係者がいるもので

す。それらすべてを総合考慮し、部分最適では

なく全体最適を目指すこと…これこそが行政官

に求められていると思います。２つ目は２０年、５

０年先の将来を考え、よりよい未来のためには

今何をしなければならないのか、そのロードマッ

プをたて、そして実行すること。近視眼的になり

がちな目線を将来に向けて、理想像を描き、そ

の実現に向けて行動を起こすこと、この努力が

日本をよくしていくはずです。 

僕は官庁訪問を通じて、こういった理想を実

現できるのは、様々な分野に関わりを持ち、また

その性質上将来に目線を向けることの多い環境

省しかない！と感じました。 

▲ 九份（台湾）にて。映画「千と千尋の神隠
し」の舞台になった町並み
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「中高からフェンシングを続ける一方で、

塾講師の仕事にも挑戦」 

【サークル活動】 

中高でやっていたこともあって、大学でもフェ

ンシング部（運動部）に所属しています。部では

副将を務めさせてもらい、練習計画の立案・実

行、部員のサポートなどいろいろな仕事をしてい

ました。また全国大会の企画・実行や、全国優

勝に向けて必死で練習し、その結果優勝を果た

すなど、非常にいい経験をたくさんさせてもらい

ました。 

【アルバイト】 

個別指導塾で塾講師のアルバイトをしていま

す。週２～３回、基本的に中学受験生の指導を

しています。 

【学業】 

法学部に所属し労働法を専攻しています。労

働法においてしばしば「労働者は弱者だから、守

らなければいけない」といったことが、まるで絶

対的な正義であるかのように語られます。これ

は本当に正しいのか、もっと多角的な視点で、あ

るいはもっと事案ごとに考えていくべきなのでは

ないか、といった疑問から判例研究・評釈をして

います。 

学生時代の活動 受験生へのメッセージ 

「まだ誰も挑戦したことのないことに、自

分から挑戦していけることが最大の魅力
です！」 

環境省のいいところは、まだまだ挑戦しなけ

ればいけない課題がたくさん転がっているところ

だと思います。地球温暖化、原子力問題、越境

大気汚染…まだ解決のスキームがしっかりと確

立していない分野が多いのが環境行政の特徴

であり、また自ら課題を見つけていくのがこの省

の歴史でありスタイルでもあると感じています。

ですから、まだ誰も体験したことのない問題に自

ら挑戦していけること、これがまさにこの省の魅

力です。みなさんも、ぜひ環境省に足を運んで、

この醍醐味を体感してみてください！ 
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○I（男・24 歳）

出身大学・学部
東京大学

環境システム学専攻
出身高校

青雲高校

（長崎県）

サークル 演劇 アルバイト スターバックス

試験区分 院卒・行政 席次 1~50 番（/150 人） 

訪問順

１日目：環境省

２日目：外務省

３日目：総務省

併願状況 民間２社、東京都

環境省の説明会への

参加回数
１３回 人生の夢 特命係長・只野仁

好きなタイプ 壇蜜

「環境問題という、間違いなく人類史上

最大の難問に、どっぷりと立ち向かえる。

こんな贅沢な仕事は他にありません。」 

単純な勝ち負けにはやりがいを感じることは

できず、世のため人のため、僕のためキミのた

めになる仕事をしたいと考えておりました。そこ

で、公益性を第一義として働ける環境という言い

訳が欲しく、公務員を志望するようになりました。

ただ、私の場合はこれと別に、環境問題に向き

合っていきたい、という思いが強く、これを達成

できる場は環境省を除いて他にありませんでし

た。 

環境問題に関心を持つ理由は二つ。一つ

目は常に声なき弱者が直面する、シワ寄せと

して表層化するから。そしてもう一方は、今後

の人類規模の環境問題解決は、文明のパラ

ダイム・シフトなしには前進し得ず、これに取り

組む壮大さに夢を感じるからです。

皆様がお感じの通り、環境問題を解決したい

のは人類皆一緒。ただそこに、とてつもないジレ

ンマが存在するから難しいのです。つまり、環境 

問題解決の前進には、包括的視野からの、バラ

ンスのとれた検討が不可欠。それも、公益性を

第一義とする立場から。 

環境問題という、間違いなく人類史上最大の

難問に、どっぷりと立ち向かえる。こんな贅沢な

仕事は他にありません。

国家公務員・環境省の志望動機 

▲ 気 候 変 動 は 十 分 抑 制 さ れ ず  : Emission Gap 

Report(UNEP,2010)
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「劇場での徹夜明けから卒論発表に向か

ったのは、いい思い出です笑」 

【サークル活動】 

基本的には、学部時代はサークル活動に始

まり、サークル活動に終わりました。劇場での徹

夜明けから卒論発表に向かったのは、いい思い

出です笑。ただ、役割は表舞台に立つ側ではな

く、裏方でした。公演全体のマネジメントや統括

をしており、まさに国家公務員のような（？）仕事

です。プロジェクトを引っ張るだけでなく、ちゃん

とその“お世話”をしていく、という事に責任感を

感じておりました。決していつでも会えるわけで

もないのに、またすぐに会えると思って蔑ろにし

てしまう。そんな仲間たちに出会えたのが最大

の財産です。 

【アルバイト】 

スターバックスにお世話になりました。皆で楽

しみ、高め合うことが社風として組み込まれてい

る会社です。社風や職場雰囲気の大切さ、可能

性を痛感しました。 

学生時代の活動 

【学業】 

空白の前期教養の後、化学工学の学部に進

学しました。水俣病から気候変動まで、常に環

境問題に寄り添い続ける

化学工学ですが、そのぶ

ん解決には多大な貢献

をします。ここで品質管

理工学（TQM）について

関わりながら、大学院で

は気候変動をテーマに

日々勉強です！ 

 

 「一人ひとりが自分の仕事に誇りをもち、

これを持ち寄る。きっと素晴らしい世の中

ですよね！」 

受験生へのメッセージ

 

就職活動に限らないことですが、ご自身の直

感を大切にされて下さい。“しゅーかつ”が持て

囃され、乱暴なくらいに人様の価値判断軸が押

し付けられる世の中ですが、惑わされずにご自

身の道を選んで頂ければと思います。 

一人ひとりが自分

の仕事に誇りをもち、

これを持ち寄る。きっ

と素晴らしい世の中

ですよね！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

▲某劇場 
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○J（女・23 歳） 

 

出身大学・学部 
東京大学・ 

法学部 
出身高校 桜蔭高校（東京） 

サークル 
天文部・ 

法律相談サークル 
アルバイト 試験監督 

試験区分 大卒・法律 席次 
201～250 番（/404 人・既

合格） 

訪問順 

１日目：国土交通省 

２日目：環境省 

３日目：法務省 

併願状況 民間（金融・インフラ） 

環境省の説明会へ

の参加回数 
５回 人生の夢 

他の人を笑顔にできる人

になること 

 
 
「人の当たり前の暮らしを支えられる仕

事がしたい。」 

最初、人の役に立つことがやりたいと思い、法

学部にいて身近な進路だった法曹三者と国家公

務員の二つで迷いました。でも「法的紛争に巻き

込まれた一部の人のためでなく、より幅広い人

たちのために働きたい。世の中の問題を根本か

ら解決したい。」と考え、国家公務員を志望しま

した。 

その中でどうやって人の役に立つかを考えた

時に、人の当たり前の暮らしを支えられる仕事

がしたいと思いました。自然環境は人が生きて

いく上での基盤であり、暮らしの豊かさ・安全性

のいずれの視点からも大切なものです。他の人、

他の世代ともこの豊かさや安全性を共有し、こ

れらを誇りに思ってほしい。そして今後の日本が

誇れるものとして、自然環境保護と両立した発

展を実現したいと思い、環境省を志望しました。 

 

国家公務員・環境省の志望動機 

 

 

 

「皆で一つのものを作るために打ち込むの

は楽しい」 

【サークル活動】 

１、2 年の頃は天文部と勉強会サークルに入

っていました。ちなみに中高でも天文関連の部

活に入っていました。大学の天文部は学園祭で

自作プラネタリウムを使った上映をしており、3か

月近くかけて準備をしていました。この経験を通

じて、皆で一つのものを作るために打ち込むの

は楽しいと思うようになりました。 

３、４年では法律相談サークルに入っていまし

た。元々興味があったので、メインの相談活動に

も割と積極的に関わるようにしていました。その

サークルは学園祭で模擬裁判もやっていました。

以前の経験から「学園祭で熱心に関わったほう

が楽しい。」と思っていたので、仕事が多い台本

作成のパートに入って、試験の直前期もサーク

ル活動に時間を割いていました。 

 

学生時代の活動
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「譲れないものを大切にできる場所で働く

のが一番いい」 

受験生へのメッセージ 

 自分にとって譲れないもの、大切なものは何

ですか。すぐに答えられない人は、もしかすると

それが「普通」になってしまっていて、自覚がな

いかもしれません。 

自分にとっての「普通」は、思っていた以上に

他人の「普通」とは違うものです。一度初対面の

人同士で人生の夢について話し合ったことがあ

ります。私は他人に対して何かをしたいと思って

いましたが、意外なことにその場の多数派は自

分がこうなりたい（成長したい等）ということを挙

げていました。 

譲れないものはそう簡単に変えられません。

それを変えなくてもよい、むしろ大切にできる場

所で働くのが一番いいのではないか、と個人的

には思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は環境政策に興味はありましたが、官庁訪

問時点でもそこまで詳しかったわけではありませ

ん。ただ官庁訪問で職員の方たちと話し、他の

どの省庁の方の考えより共感できると思いまし

た。これが環境省を最終的に選んだ決め手にな

りました。 

官庁訪問をするまで分からないことも多くあり

ます。環境政策に詳しい人は勿論、そうでなくと

も、少しでも関心がある方は、是非環境省の説

明会、官庁訪問に来て、職員の方に会ってくださ

い。そして自分にとっての譲れないもの、成し遂

げたいことについてじっくり話してみて下さい。 

どこの省庁や民間企業でも、そうやって話すこ

とで、自分に合った納得のいく結果が得られると

思います。  
 

 

▲大学２年の時、天文部の合宿で行った山で撮

った写真 

▲友人と新宿御苑に行った時に撮った写真




